
光を見、それを表現することは、印象派とりわけモネ以降のさまざまな形で行われてきた。

そして、それは単に絵画だけの問題ではなく、印象派のような写真や、ストラスブール大聖堂に射し込む光を

「見る」、「観る」そして「視る」というさまざまな言い回しを使って抽象彫刻に向かったジャン（ハンス）・ア

ルプのように彫刻にまで派生していく。しかし移ろい行く光をどのように留めおくのか。それこそが表現者に

与えられた課題のひとつであるだろう。その困難さを抱えつつ、対象を、世界を自らの言語で語り継ぐこと。

佐野陽一の眼差しは、そのような移ろいを、対象とそれを取り巻く空気を直感的に捉え（「直観とは想像力だ」

（シラー））、紡ぎだしていく。そしてその揺らぎを省察し、豊かな表現言語に置き換える。その結果さらに、

不可視のものが暴きだされていく。この、向こうとこちら、そのやり取りが充溢しており、それだからこそ彼

の作品は見る側の人間に刺激を与え、さらなる想像力を生み出し、新たな世界を、新たな物語を作り出してく

れるのである。

http://gallerytaga2.com
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